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i沖縄県民業研究センター名

2沖縄県八ifJ.:山農林水産振興センタ一段業改良普及諜，千 907-0002，沖縄県石垣市災栄盟438-1

〒907叩0003，沖縄県右足市平符地底胤 1178る

ンター，〒 901搬 1115，争＼1剥県［卒Illl¥U長引IT山Jll517 

宇903回0801, fr1縄県耳目新rl1l"i'tfL；＼ミ古IHT4づ－16
6コープ沖縄，千 901”2588，沖縄県浦添rln河原 1-2ぺ

7 OrtU 1~p 央J!'k業総合研究センター ンター，

字 943心193,

婆富

山品't'Uti包慌の原料〉！とHM！尽に 1i1J け、本以で~＆治・！LJl立： 1J1iEtJ:i包11,:\:J!J;)( fiii ＂訂正〔の適1.L;·l't：検定試験およびi包慌の試fi);'p•，＇能，；f

{ill凶行ったその総決、（1tlt ) 1;•yr,)fぬ依・ q:i 央J1'US総子？研究センタ－，jヒF：住民~M1Eセンターで手Ynlt されたが"i米JIJ,',/,'f1f( r三5

！主ltlf'J I士、安定ノ＇L肢が可能な｛公れた特徴を；j，し、 i包：／，：＼： Clλ；えfij~ ＇ 1j'11を；＼Hllit)i:':JtJ、ったc

「楽l!rUれは：｛二九て、 ；：；支（i(J ；ニ ￥\U；＂；· されている Y，~~Jl1ilJ,\!if去の「ひとめ｛王J.'LJ および「ちゅらひかり j と比絞して、以ドの

特性をイパる

l) 11¥徳川は、 島知lf1p：でIirひとめぼれj と同等である？ ：即日1vc；：工 fひどめ；王；にと上ヒ絞し亡 i～3lJ 1J'ーく、 fちゆらひ
かり」と上ヒ1J決して 8～91！？？‘い士
2) Nfi:：玄 7ひとめぼれJ および「ーらけ〉らひ刀、り j とよヒ絞しておlく、 J!J.f',lで昨jj倒U＼性；ニ促れるC

3) l[;( ／，＼：（土「ひとめぼれjおよび「らゆらひ刀、り j とよと111支して：ま｛ま同等である。

抑止；米'b/:CI〕大きさは；ひとめ；ヱfじま3上ひ「らめらひかり；と比11決して／＼きく、大j(i~ごめるc

5 ）げ長缶、，＼＂Ulf•，を以fl· としたii'.!11.:1: ：土 fひとめぼれj ど同じく、 I i1liやか・きれい＇ lえび f絞・IJと・ライト・ソブト・淡泊jの

方向；こい： Vi：し、 11'1！たりが良く、 J;~みの少ないタイフ：二分犯され、：j°,lj＇；ニ r211ベーりわ・されしリという汗｛！日i;i;'1i';jいc

｛キーワード］ J)(fT{i, l的ヰミ， i包11，：＼：，沖約

泡慌の原料には輸入タイ米のインディカ米がmし、
られており，沖縄県産米やジヤボニカ米の経常的な

手lJJTJ はほとんど ｝！＼~ い．近年， j中綿を訪れる鋭光客の

上自力IIにともない， i8.11,¥fがffil内外；こjよく矢口られるよう

になってきた． 一JJ,H'k産物の地産地消や食の

全 ・tf:心がgg1くzためられるようになっており，加工

食品や飲料の原材料についても同様の社会的勢にあ

る．

県における米と泡盛のrn:i係に関する研究は，沖

縄県産インディカ米および香り米をmし、た泡盛の滋
（照屋ら， 1983），インディブJ米およびジヤボ

ニカ米を用いた泡慌の消賀多徒化に関する研究（比

ら， 2008）など，製品である泡盛の特性に重点を

泣いた報告が多く，原材料となる米（；留米）の生産

性ペコ品質等に焦点をあてた研究はほとんど無い．

j包接は，木 J!t~ の：文化的特産物とも言われる．自fj 述
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までのがと；兄も fi~I［支え，民l材料から~＇~111/1までの ・nし
たIc. ri去を県内で行うことが可能となれば，安心・安

全な製品としての地位を確立するだけでなく，全て

県夜による出l/,¥i:という希少仙i1ro：が生まれる これに

より新たな出接結姿を創出するだけでなく，泡盛の

文化的11lli鮫が史におまり，木県の他産業への波及効

~l~ も期待できる．そこで本県で生産可能な泡盛HJ7Jz 

部品惑を検 るため，沖縄県民 究センター名

支所において， （独H＇日好機構・小炎民主三総合研究

センタ一二｜ヒ lici~J！＇と業研究センターで育成された泊米用

品樟 f楽！誌持（旧系統名： ~1と［；タ j酉 203 号） Jの適f忘性

検定試験を実施した．また， J!1品総括造株式会社で

f楽店主祭じをJ!i¥料とした泡援の試験醸造を行い， i問

の官能評価を実施した 本報では「楽B1舞j の

について報告する．



材料および方法

試験実施場所

名護支所で 2008～ 2009年の 2ヵ年，支所内の悶

場で試験を行った．基準品種は，本県で一般的に栽

培されている県奨励品種の「ひとめぼれjを用いた．

また鮒病性と酎fflJ1犬性に優れた県’奨励品穏の fちゅ

らひかり j を比較品種とし，「楽風舞j の栽培適応

性を検討した．なお， fひとめぼれj および「ちゅ

らひかり Jは阿品種とも泡盛涼料として利用された

ことがある．

概

耕稼；概重さを表 iに示した．

2008年の－J事i作は 3月 10l=Jに移槌し，二期作は

8月 8l=Jに移植した. 2009 年の ~wi作は 3 月 4 臼に

移織し，二期作は 8月 13l=Jに移植した．裁ifil密度及

び試験競模は各試験年・各作織ともに紋関 30cm，株

間 15cmで22.2株／ばとし， II玄 8.1rrfの2反復とした．

詰は葉齢約 2.5葉の稚苔を用い， 1株 4本の手植えと

した．

施肥量は一期｛ノドが N P20s: NO口各 13.0kg/!Oa

（栽培指針の 1.3倍）の多JJE栽培とした．二期作は

2008 ｛ドが N: P20s : K10 ＝各 10.2kg/!Oaとし， 2009

はN:P20s: K10 z 各！0.9kg/!Oaとした．

まさ i 耕撞概要

移植民

裁緩密度及び
試験規模

一期作

2008 

1013 

813 

2009 

4日

3月1313

30cm x 15cm 1 株4~誌の李種 1区s.1rr1の2反復

N、P20s、

（基ij[ll：・5.2kg i割自：3.3kg穏ij[ll:4.5kg) 
一期作

施健室愛

二織作

生資調

出穂期は試験区内集屈の約 40%の株が出穂した

月日とした．到議！日数は移被日から出賠期までの日

とした．蒋長、穂長および硲数は，収穫古fJに各区

7株の最長稗の梓長と穏長そ測定し，最大値と最小

値を除いた 5 カミら算出した．

収量調査

区 66株（約 3.3rrf）を収穫後，［注干し乾燥し水

分合監を 14.5%程度に調整した．その後，服還して

不稔粒を除去し，籾揺りを行って玄米にし，立米重

盆を測定してアール当たりの収量を算出した

品費調査

玄米の外観品

程度にr,t;じて

は手L白，脊自，腹自，心自の浪入

により評似した．粒形

沢の良夜についても同様とし，各項隠の総合評綴i

として I（上上）～ 5（中41）～ 9（下下）の 9段階

で評価した．粒厚分布は 2.2mmから 1.8側まで 0.1鵬

ごとの節目のふるいで 5分間振動させて玄米を分別

した後に重量を鵠定し，節目毎の分布率から算出し

た．玄米千粒震は l.8nm未満のくず米を除いた玄米

を用いた．

試験

2008年に適応性検定試験から得られた玄米を捻

精歩惚（とうせいぶどまり），約 90%で精米して白

米とした．｜弓材料をmし、て瑞段、酒造株式会社で少長

を使った

について試飲宮能評価を行った. ;;Ji；飲官能評価は，

j包接品評会等にmいられる
調査表にのっとり，瑞穂i函

※持精歩留：；玄米から:fIJi（ぬか）隠と！陸部を取り去っ

て/J杢乳部だけにする（精米）ときに，どの程度

腐を取り去るかの割合．釘本捕では 60～ 70%の

歩留が多い．

髄ココ精米／玄米

生態・形態的特性

生育説交の結来を表 2：こ示した．

期作の出稽郊を比較すると， 2008年は「ひとめ

j が 5fal 25臼（封強行数 76l=J，以下括弧内の

日数は到穏日数人「ちゅらひかり Jが 5fal 26臼（77 

l=J ）であったが， f楽風舞j は 5fal 22 fヨ（73日）で

fひとめほ、れj と比較して 3日， fちゅらひかり j と

比較して 4日早かった. 2009年は「ひとめ j カ3

5 fal 28日（85 l=J ）であったが九終.!fill鋒j は 5月 29

日（86 l=J ）で「ひとめぼれJと比較して i日遅かっ

た．

に
U



~.Wl 作の出穏期を比較すると 2008 年は「ひとめぼ

れJが 9）~ 22 1=i ( 45 1=i ），「ちゅらひかり j が 9fj 

27 l=l (50日）であったが，「楽活U'lfcJ1ま9n 19 s 
(42日）で「ひとめぼれJと比較して 3日，「ちゅら

ひかり j と比較して 8β 早かった. 2009年は「ひと

めぼれj が 9月初日（44fl), Iちゅらひかり Jが

10 A 3日（52日）であったが， f楽風舞j は 9月 25

l=l ( 43日）で「ひとめぼれJと比較して ll=lネく，

「ちゅらひかり」と比較して 9日早かった．

以上のことから「楽風舞j の出穂燃は，一期作は

fひとめ；ま、れJと間程＆，二期作は fLとめぼれJ

より 1～3日程度早く，「ちゅらひかり j より 8～

9日早いという特十生がある．

一－J出作の干平交を比較すると， 2008年は「ひとめぼ、

れJが 75.lcm, Iちゅらひかり」が 74.Scmであったが

'1:<2 

試験年 作期 品号襲名 出穏期
（月日）

ひょめぼれ 5.25 

一期作 5.26 

芸誌慰安奪 5.22 
2008 

ひとめぼれ 9.22 

ニ織作 9.27 

主義慰霊童 9.19 

ひとめぼれ 5.28 

一期作

楽章立書室 5.29 
2009 

ひとめぼれ 9.26 

二期作 ちゅらひかり 10.3 

f楽風舞jは 6l.2cmで有志：に短かった. 2009年は「ひ

とめぼれj が 78.lcmであったが「楽風舞Jは 65.2cm

で 2008{f三と伺係に千f意に短かった．

一期作の科長を比較すると， 2008年は，「ひとめ

ぼれj が 68.2cm，「ちゅらひかり j が 69.3cmであった

が f楽風舞Jは 64.8cmで短い傾向であった 2009年

は， fひとめぼれJが 75.6cm, Iちゅらひかり jが 68.8

cmであったが「楽風舞jは 60.3cmで有意に短かった．

以上のことから，「楽風舞j は「ひとめぼれj お

よび「ちゅらひかり j と比較して短稗であるという

特性がある．

および穂数を比較すると， 2008年， 2009年の

期作・二期作ともに fひとめぼれj および「ちゅ

らひかり Jと比較して「楽鼠舞」は差がなかった．

成熟期 歪リ穏臼数 穆長 穏長 穏数
（月日） (cm) (cm) （本Im)

6.25 76 75.1a 17.1a 420a 

6.25 77 74.5a 17.8a 382a 

6.25 73 61.2b 16.6a 413a 

10.24 45 68.2a 17.6a 415a 

10.28 50 69.3a 17.0a 420a 

10.24 42 64.Ba 17.8a 326a 

6.30 85 78.1a 16.9a 582a 

6.30 86 65.2b 16.2a 525a 

11.02 44 75.6a 18.5a 427a 

11.06 52 68.8b 18.2a 446a 

議芸風努 9.25 11.04 43 60.3c 18.9a 400a 

i主1）アルファベット小文字はそれぞれの試験年内の照一作期内の品穣罰におけるTukeyのHSD検定結果を

示し、異符号簡は5%の危険率で有窓2をあり。
注2)2009年の一期作！まfちゅらひかりjのデータ祭し。

収量性及び玄米品質

収量及び品質調査の結采：を表 3に示した．

収；立を比較すると， 2008 年， 2009 年の－ ~~j 作・二

期作ともに「ひとめ；まれj および fちゅらひかり j

と比較して「楽風舞j は差がなかった．

期｛ノドの玄米千粒震を比較すると， 2008年は「ひ

とめぼれjが 22.lg，「ちゅらひかり jが 22.0gであっ

たが「楽民事!f.Jは 25.6gで，有志：ではないが重い傾

向であった. 2009年は「ひとめぼれjが 20.9gであっ

たが「楽風舞j は 24.2gで有意に震かった．

二期作の玄米千粒重を比較すると， 2008年は，

トひとめぼれj が 20.6g，「ちゅらひかり j が 21.9gで

あったが「楽風舞jは 23.4gで有意に重かった. 2009 

は，「ひとめぼれJが 21.9g, Iちゅらひかり」が

22.4gであったが f楽風鈴jは 22.6gで差はなかった．

以上のことから，「楽風害！fiJ iま fひとめぼれj お

よび fちゅらひかり j と比較して玄米千粒重が重い
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傾向であった

玄米の外線品質を比較すると， 2008年， 2009年の

期作・二月i作ともに「ひとめぼれJおよび「ちゅ

らひかり Jと比較して「楽}fil＼舞j は差がなかった．

~－ jlJJ作の粒！半分布を比較すると， 2008年は「ひと

めぼれJおよび「ちゅらひかり j が 2.0mmの節目が

も多かったが， f楽風舞」は 2.2mmの節目が最も多く

有意に援があった. 2009年は「ひとめぼれj が 2.0

mmの:m1回が最も多かったが， f楽風舞Jは 2.2mmの節

目が最も多く有意に差があった．

一期作の 分布を比較すると 2008年は， fひと

めぼれj が 2.0～ l.9mmの節目，「ちゅらひかり j が

2.0mmの節目が最も多かったが，「楽嵐舞jは2.1～2.0

mmの節闘が最も多く有意に設があった．

以とのことから「楽風舞j は

あるという特性がある．

が厚く，大粒で



試験年 作期

一芸書作

2008 

二類作

…喜怒作

2009 

二期作

ちゅらひかり

E軽量立災
ひとめぼれ

ちゅらひかり

主義慰霊童

ひとめぼれ

ちゆらひかり

主義露立霧 26.2a 22.6a 4.0 

i主1）アルファベット小文字はそれそをれの獄験年内の向一作期内の品種間におけるTukeyのHSD検定結果を示し、契符号閣は5%の

危険率で幸喜怒去をあり。

注2)2009年の一綴作！ま「ちゅらひかりjのデータ然し。

注3)2009年の二期作は粒摩分布のデータ然し。

28.3a 21.9a 4.0 0.6a 8.8a 45.9a 33.4a 6.5a 4.9a 

28.6a 23.4b 4.5 13.3b 34.5b 33.6a 12.2a 3.2a 3.2a 

49.0a 20.9a 4.0 2.9a 21.Sa 39.3a 21βa 6.Sa 7.5a 

62.7a 24.2b 3.5 48.2b 34.1a 11.2b 4.2b 1.2b 1.1b 

23.0a 21.9a 4.3 

26.0a 22.4a 4.3 

泡盛の官能評価

泡盛のj閏賓の官能評価結果を罷 iに示した．

図に示した分布は y軸の f華やか・きれいj およ

び x軸の「軽＇I犬・ライト・ソブト・淡泊Jの方向は

日当たりが良く， i台盛独 4~f の臭みが少ないタイプで

ある．また yi糊の「まろやか・コクがある」および

x車Illの「重い・ yf,'!k醇（のうじゅん）・長い余韻Jの方

向は泡盛独特の臭みがあり，欽み！；芯えのあるタイプ

である．

fひとめぼれJは「3緩やか・きれしV および f軽

快・ライト・ソフト・淡泊j の中間に位設し，口当

たりが良く，臭みの少ないタイプに分類され，

「ちゅらひかり j は「まろやか・コクがあるj タイ

プに分類された. r楽J!PJ.1J;ff Jは fひとめぼれJと問
じ f華やか・きれしリおよび「軽快・ライト・ソフ

ト・淡泊j の方向に位置し，口当たりが良く，臭み

の少ないタイプに分類されたが，特に「華やか・き

れいj という評｛泌が高かった．また一般のパネラー

がおこなった官能評餓でも f楽底舞j の評｛阪が最も

高かった（データ省略）．

巴
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J
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幽
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部
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長い余震員

ちゅらひかザ

霊コ
E主i
呼 iク

~I~（ 
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回 1 浩賢‘の官能評価結果

者

期作の出穂期が「ひとめぼ、れj と間程j支で，更

に葉いもち病の発生が「ひとめぼれj と比較して少

ない傾向であるという「楽風舞Jの特性（データ

略）は，育成地と伺様の結来を示しており，本県で

の栽培および生産にとっては有用な特性である（低

コストイネ育種研究北陸サブチーム， 2011) また，

f早長が 60～65cmほどの綬稗であるという特性は，

コンパインによる収穫作業に開題（稗長が 55cm以下

になると短すぎるためコンパインによる収穫がで、き

なし、）を生じさせないうえ，木県のように台風の

来が多い地域においては附倒伏性が向上するため

れた特性である．

収量が「ひとめぼれj とほぼ間程震であるという

は，短梓｛ヒにともなう減収がないことを示して

おり，安定した栽培・生産にとって有用な特性であ

る．また玄米子粒重が「ひとめぼれj と比較して

い傾向にあり，その姿悶が粒厚の浮い大粒であるこ

とに由来している点についても，育成地での結果と

同様に有用な特性である（低コストイネ育種研究北

陸サブチーム， 2011).

泡盛の官能評価とその要隠となる原料米及び香気

成分との関係についての研究では，原料米の品穏が

惑の香気成分に影響を与えている可能性が報告さ

れている（照屋ら， 1983，比嘉ら， 2oos). r楽嵐1J;μJ 

が「ひとめぼれj や「ちゅらひかり j と比較して

「華やか・きれしリという評価が高いのは品種の特

性である可能性も考えられる．

iき盛の官能評価は飲む人の好みや年齢層，その時

代にも影響を受けると考えられるが，出躍が全国的

に有名になり飲む機会が増えている．そのため，

ながらの独特の臭みのある泡盛よりも日当たりの良

い泡躍が好まれるように，諮質の好みが変化してき
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たことも「楽風舞」の評価が高い牟医｜であると考え

られ，今後の需要に期待ができる．

また泡盛は 3年以ヒ熟成させ，古沼として飲酒す

ると更に味わいが増すということが知られている

が，古瀬として「楽風舞j がどのように熟成するの

かについては今後に検討の機会を持ちたい
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Abstract 

To evaluate a suitable raw material for awamori (rice liquor）‘ a local adaptability test w呂scarried on using some rice 

var隠れesfrom Okinawa. The rice variety Rakufumai, developed by the National Agricultural Research Center -Hokuriku 

Research Center, was shown to have good yield仕om2008 to 2009. The awamori derived from Rakufumai was evaluated as 

having excellent quality. 

Rakufumai has the following characteristics compared with Hitomebore and Ch註rahikari,which are recommended varieties 

from Okmawa: 

I) The time of heading is the same as for the first cropping of Hitomeborc. However, for the second cropping, it is I to 3 days 

日arlierthan that of Hitomebore and 8 to 9 days earlier than that of Churahikari. 

2) Th巴culmI己ngthis shorter than thos巴ofHitomebor己andChur 1ikari. 

3) The yield is almost the sa住1eas those of Hitomebore and Churahikari. 

4) The hulled rice is larger than those of Hitomebore and Churahikari. 

5) Awamori derived from Rakufumai tastes similar to that from Hitomebore; furthennore, it was evaluated as‘good’in terms 

of the characteristics of”hanayakasa”and ”kirei". 

[Keywords] Paddy 巾巴ぅ Liquor,Awamori, Okinawa 
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